
（
一
社
）コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
、徳
納
剛
会

長
）は
７
月
１０
日
、浦
添
市
の
ア
イ

ム
・ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ
こ
ホ
ー
ル
で

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
補
修
・
補

強
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２

４
」を
開
催
し
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
延
命
化
と
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、維
持
管
理
技
術
や
補

修
・
補
強
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、会
場
に

は
建
設
会
社
の
技
術
者
ら
２
０
０
人

以
上
が
来
場
し
、講
師
の
話
を
熱
心

に
聞
い
た
。

冒
頭
、
徳
納
会
長
は
「
今
年
度
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
『
持
続
可
能
な
未
来

を
築
く
た
め
の
実
践
的
ア
プ
ロ
ー

チ
』を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
の
維
持
管
理
の
考
え
方
や
技
術
な

ど
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
維
持
管
理
に
携
わ

る
技
術
者
の
方
々
に
と
っ
て
有
益
な

情
報
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」

と
挨
拶
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
琉
球
大
学
の

富
山
潤
教
授
が
「
沖
縄
県
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
の
特
徴
と
耐

久
設
計
の
変
遷
」
と
題
し
て
講
演
。

富
山
教
授
は
、
県
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
が
塩
害
や
ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ

反
応
（
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
が
要
因
と
な
っ
て

劣
化
し
や
す
い
点
を
強
調
。
沖
縄
特

有
の
地
理
的
特
徴
や
気
候
条
件
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
具
体
的
な
劣
化

事
例
を
紹
介
し
た
。ま
た
、過
去
に
使

用
さ
れ
た
海
砂
や
輸
入
骨
材
の
影
響

が
劣
化
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
点
に

触
れ
、
設
計
や
使
用
骨
材
の
変
遷
に

つ
い
て
も
解
説
し
た
。
劣
化
対
策
と

し
て
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
採
用
や
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
内
部

圧
入
工
法
の
有
効
性
を
示
し
、
最
後

に
、
ひ
び
割
れ
の
原
因
を
推
定
す
る

調
査
と
し
て
静
弾
性
係
数
試
験
を
用

い
た
調
査
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
こ
の
ほ
か
、
沖

縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
の
眞
栄

里
和
也
技
術
企
画
官
が
「
最
近
の
建

設
行
政
の
話
題
」、
同
協
会
の
江
良

和
徳
技
術
委
員
長
が
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
劣
化
機
構
を
理
解
し
て
維
持
管

理
に
活
か
す
」「
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム

設
計
・
施
工
指
針
（
案
）
の
解
説
と

活
用
」、
㈱
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
技
術
研
究
所

の
真
鍋
英
規
社
長
が
「
持
続
可
能
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
可
能
と
す

る
非
破
壊
検
査
・
点
検
技
術
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

補修・補強に関するフォーラム開催
コンクリートメンテナンス協会

講師の話に耳を傾ける参加者ら


